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今
回
は
基
本
健
診
（
循
環
器
健

診
）
の
「
血
圧
検
査
」
に
つ
い
て

お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

■
「
血
圧
」
と
は
、
血
液
が
血
管

壁
を
押
す
力
！

　
心
臓
は
ポ
ン
プ
の
よ
う
に
血
液

に
圧
力
を
か
け
、
血
管
へ
送
り
出

し
ま
す
。

　
血
液
は
ま
ず
、
動
脈
を
通
っ
て

全
身
の
細
胞
に
酸
素
や
栄
養
分
を

運
び
ま
す
。

　
次
に
、
静
脈
を
通
っ
て
老
廃
物

な
ど
を
回
収
す
る
役
割
を
担
い
、

再
び
心
臓
に
戻
っ
て
き
ま
す
。

　
こ
う
し
た
心
臓
に
よ
る
血
液
循

環
で
、
人
間
の
生
命
は
維
持
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
「
血
圧
」
と
は
、
こ
の
際
の
血

液
の
圧
力
に
よ
っ
て
血
管
壁
が
押

さ
れ
る
力
の
こ
と
で
、
心
臓
か
ら

送
り
出
さ
れ
る
血
液
の
量
（
心
拍

出
量
）
と
、
血
管
の
硬
さ
（
血
管

抵
抗
）
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

　
心
拍
出
量
が
大
き
く
な
れ
ば
血

圧
は
上
が
り
、
血
管
抵
抗
が
小
さ

く
な
れ
ば
、
血
圧
は
下
が
る
と
い

う
関
係
に
あ
り
ま
す
。

■
上
と
下
、
血
圧
を
示
す
ふ
た
つ

の
数
字
の
意
味
は
？

　
血
圧
を
測
定
す
る
際
に
は
、
ふ

た
つ
の
値
が
記
録
さ
れ
ま
す
。

　
い
わ
ゆ
る
「
上
」
は
最
大
血
圧

（
収
縮
期
血
圧
）、「
下
」
は
最
小

血
圧
（
拡
張
期
血
圧
）
と
い
い
ま

す
。

　
心
臓
が
縮
ん
だ
と
き
に
、
血
液

が
送
り
出
さ
れ
、
血
管
に
高
い
圧

力
が
か
か
り
ま
す
。
こ
れ
が
最
大

血
圧
で
す
。

　
逆
に
、
血
液
を
送
り
出
し
た
心

臓
は
、
拡
張
し
て
肺
な
ど
か
ら
血

液
を
吸
い
込
み
ま
す
。
こ
の
と
き

に
血
圧
は
最
も
低
く
な
り
、
こ
れ

を
最
小
血
圧
と
い
い
ま
す
。

■
「
外
来
血
圧
」
と
「
家
庭
血
圧
」

　
よ
く
、「
病
院
で
測
っ
た
と
き

と
家
で
測
っ
た
と
き
の
値
が
違
う
。」

と
言
わ
れ
る
方
が
多
い
で
す
が
、

高
血
圧
の
方
に
限
ら
ず
一
般
の
人

で
も
、
病
院
で
測
る
と
家
庭
よ
り

も
高
い
数
値
が
出
る
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
ま
す
。

　
家
庭
で
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
測

定
で
き
ま
す
が
、
病
院
で
は
緊
張

や
、
通
院
に
お
け
る
運
動
が
影
響

し
た
り
し
て
、
血
圧
値
が
上
が
っ

て
し
ま
う
よ
う
で
す
。

　
病
院
で
測
定
し
た
血
圧
は
「
外

来
血
圧
」
と
呼
ば
れ
、
家
庭
で
測

る
「
家
庭
血
圧
」
に
比
べ
る
と
、

最
大
血
圧
で
二
十
か
ら
三
十
、
最

小
血
圧
で
十
も
高
く
な
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　
基
準
値
を
上
回
る
血
圧
が
継
続

し
て
い
る
状
態
を
、
高
血
圧
と
い

い
ま
す
。

　
高
血
圧
は
、
は
じ
め
は
自
覚
症

状
が
な
い
た
め
、
放
置
し
て
し
ま

う
人
が
多
い
の
で
す
が
、
自
覚
症

状
が
出
た
と
き
に
は
、
す
で
に
生

死
に
関
わ
る
病
気
が
進
行
し
て
い

た
と
い
う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
怖
さ
か
ら
、
高
血
圧

は
サ
イ
レ
ン
ト
キ
ラ
ー
（
沈
黙
の

殺
人
者
）
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

■
自
分
の
血
圧
を
知
ろ
う
！

　
血
圧
管
理
の
第
一
歩
は
、
正
し

い
血
圧
測
定
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

①
体
の
力
を
抜
い
て
リ
ラ
ッ
ク
ス

す
る

　
測
定
前
一
時
間
位
の
間
に
は
、

食
事
・
入
浴
・
運
動
は
避
け
て
く

だ
さ
い
。

②
座
っ
て
測
定
す
る
 

　
血
圧
は
、「
心
臓
の
高
さ
に
あ

る
上
腕
の
血
圧
を
座
っ
て
計
測
し

た
値
」
が
基
準
で
す
。
必
ず
座
っ

て
測
定
し
ま
し
ょ
う
。

③
毎
日
同
じ
時
間
に
測
定
す
る
 

　
血
圧
は
、
時
間
に
よ
っ
て
変
動

す
る
た
め
、
同
じ
時
間
に
測
ら
な

い
と
、
日
々
の
変
化
が
つ
か
め
ま

せ
ん
。

　
毎
日
測
定
で
き
る
家
庭
血
圧
の

方
が
、
血
圧
の
変
化
を
知
る
の
に

役
立
ち
ま
す
。

　
数
値
の
判
断
の
仕
方
な
ど
は
医

師
と
相
談
し
て
、
血
圧
の
変
化
を

長
い
目
で
判
断
す
る
た
め
の
材
料

と
し
て
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

 
健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係 

大
方
総
合
支
所

蕁
４
３
―
２
８
３
６（
直
通
）

　
佐
賀
総
合
支
所

蕁
５
５
―
７
３
７
３（
直
通
）

血
圧
検
査

黒
潮
町
が
実
施
す
る
基
本
健
診
の

血
圧
検
査
の
判
定
基
準

平
成
十
八
年
度
に
実
施
し
た

基
本
健
診
の
血
圧
検
査
の
状
況

血　圧

最大血圧

最小血圧

異常なし

～139

～89

軽度異常

140～149

90～94

要経過観察

150～159

95～99

要精密検査

160～179

100～109

要医療

180～

110～

全
受
診
者
二
千
四
十
七
人
中
、

一
千
四
十
人（
50
・
8
％
）と
半

数
の
方
が
高
血
圧
と
判
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

健
康
知
恵
袋

健
診
結
果
の
見
方
潺

平成18年度 血圧判定

判定区分 人　　数

異 常 な し 1,007

軽 度 異 常 158

要経過観察 110

要精密検査 91

要　医　療 20

現在治療中 661

合　計 2,047


